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り
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
【
２
人
い
る
場
合
】

　

▼
全
部
支
給　

　
　

１
０
，
１
７
０
円

　

▼
一
部
支
給　

　
　

５
，
０
９
０
円
〜

　
　

１
０
，
１
６
０
円

　
【
３
人
目
以
降
】

　

▼
全
部
支
給　

　
　

６
，
１
０
０
円

　

▼
一
部
支
給　

　
　

３
，
０
５
０
円
〜

　
　

６
，
０
９
０
円

○
支
給
月　

申
請
の
あ
っ
た
翌
月

　

分
か
ら
奇
数
月（
１
月
、
３
月
、

　

５
月
、
７
月
、
９
月
、
11
月
）に
、

　

そ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ

　

ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
が

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

す
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父

母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

対
象
児
童
が
障
が
い
を
事
由
と

　

す
る
公
的
年
金
給
付
を
受
け

　

て
い
る
と
き
や
児
童
福
祉
施
設

　

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
は
、

　

対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
事

　

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

８
月
は「
ふ
る
さ
と
納
税
普
及

啓
発
月
間
」で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は「
生
ま

れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
」や「
応
援

し
た
い
自
治
体
」に
寄
付
が
で
き

る
制
度
で
、
寄
付
金
の
使
い
道
を

指
定
で
き
、
ま
た
、
返
礼
品
も

受
け
取
れ
る
魅
力
的
な
制
度
で
す
。

　

制
度
を
通
じ
て
、
平
戸
市
の

魅
力
情
報
発
信
や
返
礼
品
に
よ

る
地
場
産
業
の
活
性
化
、
寄
付

金
を
活
用
し
た
、
子
育
て
・
教

育
環
境
の
充
実
や
産
業
振
興
の

支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
寄
付
は
、
自
主
財
源
に

乏
し
い
平
戸
市
の
事
業
を
進
め
る

貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
外
県
外
の
家
族
や
友
人
に
呼

び
か
け
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

「
ふ
る
さ
と
平
戸
市
」へ
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問　

企
画
財
政
課
政
策
企
画

　

班

　
（
☎
22-

９
１
１
３
）
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募
　
　
集

　　　

次
の
施
設
に
つ
い
て
、
令
和
５

年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
指

定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

○
対
象
施
設　

平
戸
市
あ
づ
ち

　

大
島
い
さ
り
び
の
里

○
公
募
期
間　

８
月
１
日（
月
）

　

〜
９
月
15
日（
木
）

○
公
募
要
項
・
仕
様
な
ど　

平

　

戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

　

て
い
ま
す
。

◎
問　

大
島
支
所
地
域
振
興
課

　
（
☎
55-

２
５
１
１
）

防
衛
大
学
校（
一
般
採
用
）

○
受
付
期
間　

10
月
26
日（
水
）

○
応
募
資
格　

18
歳
以
上
21
歳

　

未
満
の
人

○
試
験
日　

11
月
５
日（
土
）・

　

６
日（
日
）

○
試
験
会
場　

大
村
農
協
会
館

　

・
諫
早
技
能
会
館
・
北
九
州

　

予
備
校
長
崎
校

児
童
）の
父
ま
た
は
母
、
も
し
く

は
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

〇
対
象
と
な
る
児
童

　

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

　

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

　
　

児
童

　

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障

　
　

が
い
状
態
に
あ
る
児
童

　

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明

　
　

ら
か
で
な
い
児
童

　

⑤
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
家

　
　

出
し
て
か
ら
、
連
絡
が
な
く
、

　
　

保
護
さ
れ
て
い
な
い
児
童

　

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か

　
　

ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け

　
　

た
児
童

　

⑦
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
留

　
　

置
場
な
ど
に
、
身
体
を
拘

　
　

束
さ
れ
て
い
る
児
童　

　

⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

　
　

た
児
童

○
手
当
額（
月
額
）

　

▼
全
部
支
給

　
　

４
３
，
０
７
０
円

　

▼
一
部
支
給　

　
　

１
０
，
１
６
０
円
〜

　
　

４
３
，
０
６
０
円

※
支
給
対
象
と
な
る
児
童
が
２

　

人
以
上
い
る
場
合
、
次
の
と
お

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科

○
受
付
期
限　

10
月
12
日（
水
）

○
応
募
資
格　

18
歳
以
上
21
歳

　

未
満
の
人

○
試
験
日　

10
月
22
日（
土
）

○
試
験
会
場　

北
九
州
予
備
校

　

長
崎
校

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

生（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

○
受
付
期
限　

10
月
５
日（
水
）

○
応
募
資
格　

18
歳
以
上
21
歳

　

未
満
の
人

○
試
験
日　

10
月
15
日（
土
）

○
試
験
会
場　

北
九
州
予
備
校

　

長
崎
校

◎
問　

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力

　

本
部
佐
世
保
出
張
所

　
（
☎
０
９
５
６-

23-

１
２
３
１
）

児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

18
歳
ま
で
の
児
童（
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
の

○
手
当
額（
月
額
）

　

▼
障
が
い
程
度
１
級　

　
　

５
２
，
４
０
０
円

　

▼
障
が
い
程
度
２
級

　
　

３
４
，
９
０
０
円

○
支
給
月　

申
請
の
あ
っ
た
翌
月

　

分
か
ら
、
毎
年
４
月
、
８
月
、

　

11
月
に
、
そ
の
前
月
分
ま
で
が

　

支
給
さ
れ
ま
す
。（
11
月
に
つ

　

い
て
は
、
当
月
分
ま
で
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況

届
の
提
出
は
今
月
中
ま
で

　

児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
、

受
給
資
格
の
あ
る
人
は
、「
現
況

届
」・「
所
得
状
況
届
」の
提
出
が

必
要
で
す
。

○
提
出
期
限　

８
月
31
日（
水
）

※

提
出
が
な
い
場
合
に
は
手
当
が

　

支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班

　
（
☎
22-

９
１
３
７
）

　

毎
年
こ
の
時
期
は
、
花
火
に

よ
る
事
故
や
ケ
ガ
、
周
辺
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

○
花
火
を
楽
し
む
た
め
の
マ
ナ
ー

　

▼
注
意
書
き
を
読
み
、
正
し
く

　
　

使
用
す
る
。

　

▼
花
火
を
す
る
と
き
は
大
人

　
　

が
付
き
添
う
。

　

▼
必
ず
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火

　
　

の
準
備
を
す
る
。

　

▼
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で

　
　

遊
ば
な
い
。

　

▼
花
火
を
人
や
も
の
に
向
け
な

　
　

い
。

　

▼
風
の
強
い
日
は
花
火
を
し
な

　
　

い
。

　

▼
終
わ
っ
た
花
火
は
水
に
浸
け

　
　

る
な
ど
し
て
確
実
に
消
火
す

　
　

る
。

　

▼
ゴ
ミ
は
全
て
持
ち
帰
る
。

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
22-

３
１
６
７
）

指
定
管
理
者
公
募

自
衛
官
募
集

８
月
は
ふ
る
さ
と
納
税
普

及
啓
発
月
間

花
火
の
取
り
扱
い

お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
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お
知
ら
せ

　

料
金
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

◎
問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

　

推
進
班

　
（
☎
22-

９
２
１
４
）

　

特
設
人
権
相
談
所
で
は
、
い
じ

め
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題
、
心

配
ご
と
お
よ
び
女
性
の
悩
み
ご
と

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
人
権

問
題
に
詳
し
い
人
た
ち
が
一
緒
に

考
え
、
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
の
力

に
な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

○
と　

き　

８
月
21
日（
日
）午

　

前
10
時
〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館
会
議

　

室
Ａ
・
Ｂ

○
そ
の
他
の
相
談
窓
口

　

▼
長
崎
地
方
法
務
局
平
戸
支

　
　

局（
☎
22-

２
２
６
３
）

　

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　
（
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１

　
　

１
０
）

◎
問　

総
務
課
行
政
班

　
（
☎
22-

９
１
０
０
）

　

平
戸
市
で
は
、「
平
戸
を
担
う

人
材
」の
育
成
を
目
指
し
、「
ひ

ら
ど
市
民
大
学
」を
開
講
し
て
い

ま
す
。
第
１
回
講
義
を
左
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

８
月
27
日（
土
）午

　

後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30

　

分
○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施

　

設
大
ホ
ー
ル

○
内　

容　

未
定

○
講　

師　

学
長（
平
戸
市
長
）

　

黒
田　

成
彦

○
受
講
料　

　

▼
入
学
金
２
千
円（
新
規
入
学

　
　

者
者
の
み
）

　

▼
年
間
受
講
料
１
千
円（
大
学

　
　

生
半
額
・
高
校
生
無
料
）

○
聴
講
料　

５
０
０
円

　

※

聴
講　

入
学
せ
ず
に
、
聴
き

　
　

た
い
講
義
だ
け
を
受
講
す
る

　
　

こ
と
。

○
そ
の
他　

事
前
に
生
涯
学
習

　

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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ひ
ら
ど
市
民
大
学
第
１
回

講
義

県
内
一
斉「
子
ど
も
の
人

権
・
女
性
の
悩
み
ご
と
」

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

令
和
４
年
度 

下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
の
認
定
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
と　

き　

11 

月
６
日 （
日
）午

　

後
１
時
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　
（
公
財 

）長
崎
県
建

　

設
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

○
試
験
内
容　

責
任
技
術
者
と

　

し
て
必
要
な
知
識
お
よ
び
技
能

○
受
験
手
数
料　

８
千
円

○
受
験
資
格　

学
歴
に
応
じ
て

　

下
水
道
工
事
な
ど
の
実
務
経

　

験
が
必
要
で
す
。

○
申
込
期
間　

９
月
１
日（
木
）

　

〜 

20
日（
火
）（
消
印
有
効
）

○
申
込
先

　

▼
〒
８
５
０ -

０
０
５
８

　
　

長
崎
市
尾
上
町
５
番
６
号

　
　

Ｎ
Ｂ
Ｃ
ビ
ル　

Ｎ
Ｂ
Ｃ
情
報

　
　

シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
ビ
ジ
ネ

　
　

ス
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ 
本
部 

　
　

下
水
道
責
任
技
術
者
係　

　
　

※

簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送

○
申
込
書
な
ど　

受
験
案
内
書
、

　

申
込
書
な
ど
の
必
要
書
類
は

　

Ｎ
Ｂ
Ｃ
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会

　

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

都
市
計
画
課
ふ
る
さ
と

　

景
観
班

　
（
☎
22-

９
１
６
５
）

　

長
崎
県
で
は
、
原
爆
被
爆
者

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
毎

年
８
月
９
日
を「
県
民
祈
り
の

日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

原
爆
投
下
時
刻
の
午
前
11
時

２
分
に
サ
イ
レ
ン
が
な
り
ま
す
の

で
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
問　

福
祉
課
総
務
班

　
（
☎
22-

９
１
３
０
）

長
崎
県
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験

平
戸
市
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
就
任

　

委
員
の
補
充
に
よ
り
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
１
人
が

就
任
し
ま
し
た
。
農
地
の
貸
し
借

り
や
転
用
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
氏　

名　

村
井　

和
利（
大
島

　

地
区
）

○
任　

期　

令
和
６
年
２
月
29

　

日（
木
）ま
で

農
地
の
利
用
状
況
調
査

　

農
業
委
員
会
で
は
現
在
、
農

地
の
利
用
状
況
調
査（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
て
の
農
地
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
、
推
進
委
員
お
よ
び

職
員
が
調
査
し
ま
す
。
農
地
に

立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
調
査
の
目
的

　

①
農
地
利
用
の
実
態
把
握

　

②
調
査
後
の
意
向
調
査
に
よ

　
　

り「
農
地
中
間
管
理
機
構
」

　
　

な
ど
に
よ
る
農
地
の
集
積
・

　
　

集
約
化
を
進
め
る
。

８
月
９
日（
火
）は「
県
民

祈
り
の
日
」

○
調
査
期
間　

10
月
下
旬
ご
ろ

　

ま
で
実
施
予
定

◎
問　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
22-

９
１
７
２
）　

　

３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

の
緑
の
募
金
活
動
に
お
き
ま
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力

に
よ
り
、
86
万
１
，
３
０
４
円
の

募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
私
た
ち
の
豊
か

な
生
活
を
支
え
、
多
く
の
恵
み
を

与
え
て
く
れ
る
森
林
づ
く
り
の
ほ

か
、
花
苗
や
苗
木
の
配
布
な
ど

地
域
の
緑
化
活
動
な
ど
に
活
用

し
ま
す
。

◎
問　

農
林
整
備
課
農
林
総
務

　

班

　

(

☎
22-

９
１
５
０)

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知

ら
せ

　広報ひらど７月１日号の掲載内容に誤

りがありましたので、お詫びして訂正し

ます。

　正しくは下記のとおりです。

○２ページ　目次のページ番号

　正　

　Ｐ10　 市内海水浴場・キャンプ場の  

　　　　  開設状況

　Ｐ11　低所得の子育て世帯に対す   

　　　　 る子育て世帯生活支援特別

　　　　 給付金

　Ｐ１２　そうだ図書館へ行こう

人事課秘書広報班（☎22-9102）問

お詫びと訂正

　現在、全国的に若い世代を中心に感染者が急増してい
る一方で、平戸市では若い世代（10～ 30代）の３回目の
ワクチン接種は、４～５割ほどの接種状況となっています。
　厚生労働省の資料によると、新型コロナワクチンの効
果は、時間の経過とともに低下していきますが、３回目の
接種を行うことで、オミクロン株に対する発症予防効果、
重症化予防効果が回復すると報告されています。
　平戸市では、ファイザー社およびモデルナ社のワクチン
に加えて、副反応が比較的少ないと報告がある武田社（ノ
ババックス）ワクチンの接種も行っています。夏休みやお
盆休みの人流増加に備え、３回目接種をご検討ください。

新型コロナウイルスワクチン接種推進チーム
（☎22-9106）

問

新型コロナワクチンの追加接種（３回目）の検討を
若い世代の皆さんへ

「
緑
の
募
金
」へ
の
ご
協
力

の
お
礼



延長窓口

ニセ電話詐欺ニセ電話詐欺
普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も
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税務課総務徴収班　☎22-9115問

各種相談

○８月５日（金）10：00～ 15：00
　平戸商工会議所
○８月19日（金）10：00～ 15：00
　平戸商工会議所

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■８月の延長窓口実施日
　４日（木）・18日（木）・25日（木）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　平戸市役所１階③番窓口
　　　　　　　　   ※各支所・出張所では不可

■受付内容　マイナンバーカード、各種証明
　書の交付
■交付できる証明書　住民票の写し、戸籍謄
　（抄）本、戸籍附票の写し、印鑑登録および
　印鑑証明書
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人
のために、時間外に証明書などを発行するサービスを
実施しています。サービスを利用する場合は、必ず
当日の午後5時までにご予約ください。

　市役所では、市民の皆さんの悩みや困りごとや仕
事で就職、創業などを考えている人たちが、専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。

■年金相談（完全予約制）

年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

○８月９日（火）10：00～ 15：00　
　平戸市役所本庁３階会議室
○８月16日（火）10：30～ 15：00　
　舘浦出張所

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

○８月10日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内
○８月24日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内

■個別創業相談会（事前予約している人を優先）

■と　き　８月28日（日）8：30～ 17：00
■ところ　平戸市役所１階③番窓口

休日のマイナンバーカード交付窓口

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

　休日にマイナンバーカードの交付申請および交付
を受け付けます。利用する場合は、８月26日（金）
の午後５時までに電話予約をお願いします。

○８月19日（金）９：00～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

○８月10日（水）13：00～ 15：00
　ふれあいセンター（中部地区）

■消費生活巡回相談・定例行政相談

市民課消費生活センター　☎22-9122問

○８月25日（木）13：00～ 15：00
　生月支所（生月地区）
　 ※弁護士が同席します

■市県民税　　　　　　　第２期
■国民健康保険税　　　　第３期
■介護保険料　　　　　　第３期
■後期高齢者医療保険料　第２期
※口座振替日　　　　　　８月29日（月）
　この日に振替ができなかった場合は、令和４年９月12日
　（月）に再振替します。

市税の納期限【８月31日（水）】

Hirado  Informa�onNecessary Information

次はあなたの番かも

　「ニセ電話詐欺」とは、被害者に電話をかけるなどして対面することなく信頼させ、指定した預
貯金口座への振込やその他の方法により、不特定多数の人から現金などをだまし取る犯罪の総称
です。その手口には、次のようなものがあります。

パソコンウイルス除去費用などを請求する手口やワ
ンクリックによる手口

①パソコン画面に「ウイルス感染」やスマートフォン
　画面に「登録完了」などの表示がされても絶対に
　表示の連絡先には連絡をしないでください。
②パソコンやスマートフォンを再起動させても、表
　示が消えない場合は販売店などへ相談しましょう。

市役所職員を装い、ATMへ誘導する手口

①ATMで医療費や年金の払戻し手続をするこ
　とはありません。
②会話内容を自動録音する迷惑電話防止機能
　付き電話機を活用することが防犯上非常に
　効果があります。

警察官や金融機関の職員を装い、口座が不正
に利用されているなどの名目で、キャッシュ
カードや通帳などをだまし取ったり、隙を見て
窃取する手口

①警察官や金融機関の職員が自宅にキャッシュ
　カードを取りに行くことはありませんし、暗
　証番号を聞くこともありません。
②不審な電話があった場合は、すぐに警察署
　や金融機関に問い合わせてください。

電話などで

お金の話が出たら、
詐欺を疑ってください。

　怪しい電話があったときは、平戸警察署または消費
生活センター（平戸市役所市民課内）に相談しましょう。

○平戸警察署　　　　☎22-3110
○消費生活センター　 ☎22-9121

融資をしないにも関わらず「無担保」「低金利」
などの言葉で融資を募る手口

①オレオレ詐欺
②金融商品詐欺
③ギャンブル詐欺
④交際あっせん詐欺

①「無担保」「低金利」を強調した融資の勧誘を
　安易に信じないでください。
②業者から保証金の支払請求があれば、詐欺
　を疑いましょう。

①身に覚えのない料金請求や高額当選の通知メー
　ルなどが届いても、安易に連絡しないでくださ
　い。
②不要なメールが届かないように受信拒否設定を
　行いましょう。

「利用料金等請求」や「高額当選通知」などメールを
送信する手口

架空料金請求詐欺

還付金詐欺 融資保証金詐欺

預貯金詐欺・キャッシュカード詐欺盗 その他の詐欺

ニセ電話詐欺 に ご用心！


